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ジェネリック医薬品への切り替えによる医療費の軽減額について

【平成25年度 福島県】

送付者 切替者 切替率
一人当たりの
軽減額/月

軽減額/年※1

第1回目 24,765人 5,784人 23.4％ 1,347円 9.4千万円

第2回目 9,686人 2,609人 26.9％ 1,697円 5.3千万円

【全国・過去の実績】

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 累計※２

※1 1か月の軽減額を単純に１年間に換算（１２倍）した金額（推計）

送付者 145.2万人 55.0万人 105.5万人 123.9万人 184.8万人 614.3万人

切替者 38.0万人 11.8万人 25.0万人 31.1万人 46.9万人 152.8万人

切替率 26.2％ 21.5％ 23.7％ 25.1％ 25.4％ 24.9％

軽減額／
年※1

69.6億円 17.4億円 39.4億円 48.4億円 83.9億円 258.6億円

（うち福島支部
の切替者）

（6,939人） （2,105人） （3,499人） （5,783人） （8,393人） （26,719人）

（うち福島支部
の軽減額／
年）※1

（11.2千万円） （3.1千万円） （5.4千万円） （8.9千万円） （14.7千万円） （43.3千万円）

※2 端数整理の関係上、累計とは一致しません。





ジェネリック医薬品をお使いいただくと
あなたの窓口負担額を減らすことができます

に処方されたお薬のうち、 お薬代の軽減可能額
以下の医薬品をジェネリック医薬品に変更した場合
平成26年　　月

●この「お知らせ」は、お薬代のみを対象として表示して
いるため、実際には、お薬代以外の診察料や調剤料、
指導料などが必要となります。

●お薬代が下がっても、医療機関や薬局へのお支払金額
の合計が切り替え前と変わらない、または、高くなる
場合があります。 

●市区町村や国から医療費助成を受けている方は実際の
お支払金額と異なる場合があります。
●この「お知らせ」は医療機関・薬局からの請求データに
基づいて作成しています。軽減できる金額の大きいもの
から順に表示しており、多くのお薬を処方されている
場合、記載しきれないこともあります。

●ジェネリック医薬品については、最新の情報にてご案内
していますが、お薬代の変更により窓口負担額が記載の
金額から変わる場合があります。 

●処方されたお薬によっては複数のジェネリック医薬品が存在するた
め、この「お知らせ」に記載している金額と異なる場合があります。
この「お知らせ」に記載された金額は目安としてご利用ください。
●ジェネリック医薬品に切り替えるには医療機関が作成した処方せん
が必要となります。
●使用できる効果（病気）が異なる場合は、ジェネリック医薬品に変
更できない場合があります。また、全ての先発医薬品にジェネリック
医薬品があるわけではございません。
●ジェネリック医薬品は先発医薬品と同じ主成分であっても効き
目や副作用等に個人差があります。変更をご希望の場合は必ず
医師または薬剤師にご相談ください。

平成26年　　月診療分で処方されたお薬（先発医薬品）

お薬名 お薬代
（　割負担）

お薬代の目安
（　割負担） 軽減可能額

合　計

医療機関/
薬局

〈注意事項〉必ずお読みください。

ジェネリック医薬品に変更すると

お問合せ番号：
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ジェネリック医薬品に関する「お知らせ」の見方 ジェネリック医薬品を
調べたい・相談したい
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お薬代の軽減可能❷

▶ジェネリック医薬品を検索したい
▶取扱い医療機関を調べたい

http://www.generic.gr.jp

日本ジェネリック医薬品学会

かんじゃさんの薬箱 検索

http://www.jga.gr.jp

かんたん差額計算 検索

▶ジェネリック医薬品に変更した場合の
　お薬代の差額を知りたい

日本ジェネリック製薬協会

「医薬品・医療機器相談室」
☎03-3506-9457

月曜日から金曜日 9:00～17:00 （土・日・祝を除く）

▶ジェネリック医薬品の品質や安全性に
　ついて相談したい

独立行政法人
医薬品医療機器総合機構

●お問合せには「お問合せ番号」が必要です。「お知らせ」をお手元にご用意ください。
●今後「お知らせ」が不要の方は、左記の番号に電話またはFAXにてご連絡ください。 
●FAXによる不要連絡は「お知らせ」のあて名が印字された面の余白に「通知不要」とご記入
のうえお送りください。
●サポートデスクは、平成27年4月30日で終了となります。以降は協会けんぽへご連絡ください。

サポートデスクへお問合せください

（FAX：0120-XXX-XXX)
0120-XXX-XXX7

ご質問ご相談
受付時間

8：30～17：15
土・日・祝を含む

（ただし12/29～1/3は除く）

処方年月
この月に処方されたお薬で、軽減
可能額の試算を行っています。

お薬代軽減可能額
ジェネリック医薬品に変更することで
軽減できるお薬代の目安です。 
※お薬代以外の診察等に要する費用は含まれて
いません。

医療機関または薬局
処方されたお薬の名称を医療機関、
薬局ごとに記載しています。

お薬名
軽減できるお薬代が高いものを最大で
8種類記載しています。

お薬代
ジェネリック医薬品に変更する前の
お薬代です。
※お薬代のみを記載していますので、お支払い
になった金額とは異なります。 

お薬代の目安
ジェネリック医薬品に変更した場合の
お薬代の目安です。

注意事項
必ずお読みください。
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案内リーフレット：1回目通知



平成26年度 ジェネリック軽減額通知について
【概要】
ジェネリック医薬品へ切り替えた場合における軽減可能額を記載した通知書を、対象者に対して送付する。
・通知対象者年齢…35歳以上
・平成25年度通知サービスで送付した対象者も通知対象とする。
・主に生活習慣病や慢性疾患慢性疾患（生活習慣病等）などの先発医薬品を長期間服用し
ている者が対象。

【予定通知件数】

・軽減可能額が高いと見込める者から優先に通知することとし、高い者から順番に抽出した
件数が通知予定件数（全支部1回目150万件・2回目150万件）に到達するところを見て、
｢軽減可能額○○円以上｣という条件を設定する。
1回目の通知条件基準は、医科レセプト600円以上、調剤レセプト150円以上。

【予定通知件数】
合計約300万件
① 1回目：1,656,765件(うち福島支部：34,840件) 平成26年9月16日（火）発送
② 2回目：約150万件 平成27年2月発送
【参考】平成25年度通知件数合計（1回目2回目合計） 約184万件
（平成26年度は、2回目通知対象範囲を限定していない）

【前年度との変更点 】
①1回目通知対象者に関わらず、条件を満たしたもの全員に送付する。
（これまで、2回目通知送付対象者は、「1回目通知対象者のうち、ジェネリックに切替えな
かった者または切り替えたがまだ一定額以上の効果が見込める者」に限定していた）

② 1回目通知と2回目通知で、同封する案内リーフレットの記載内容を変更する。
なお、2回目通知時には、季節性アレルギー疾患（花粉症）の情報を盛り込む予定。

③ジェネリック医薬品希望シールを全通知に同封する。
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福島県の医療保険合計

協会けんぽ福島支部

福島県のジェネリック医薬品を取り巻く状況
● 福島県のジェネリック医薬品使用割合の推移（数量ベース）
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● 地域別のジェネリック使用割合
（ 協会けんぽ ）
（ 平成２６年６月・数量ベース ）

調剤薬局リスト（協会けんぽ）により作成

医薬品使用状況（協会けんぽHP） 最新の調剤の動向（厚生労働省HP）をもとに作成
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県内を二次医療圏別に比較すると、いわ
き地区と相双地区の使用割合が低い。
平成26年7月に、保険者協議会として薬剤
師向けセミナーを開催した。

10月にはいわき市及びＮＰＯ法人ジェネ

リック医薬品協議会と共催で、市民向けセミ
ナーを開催した。


